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市
川
房
技
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。
一
月
土
谷
の
朝
、
自
宅
で
胸
苦
し
さ
房
奪
え
、
渋
谷
の

日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
吹
レ
て
以
来
、
二
十
七
日
。
一
時
は
回
復
の
き
ざ
し
も
見
せ
、
政
治

に
復
帰
で
き
そ

2
思
う
ほ
ど
好
転
し
た
時
も
あ
っ
た
。
先
月
二
十
八
日
来
の
危
篤
状
況
も
、

の
り
ζ
え
る
か
:・
:
と
も
思
わ
れ
た
0

・最
後
の
最
後
ま
で
、
が
ん
ば
り
ぬ
か
れ
た
。
儒
念
を
も

っ
て
闘
い
ぬ
か
れ
た
人
生
の
、
察
後
の
闘
い
だ
っ
た
。
す
さ
ま
じ
い
精
神
力
だ
っ
た
。
が
、
つ
い

に
燃
え
つ
き
た
|
|。
ま
だ
ま
だ
、
市
川
さ
ん
の
活
慨
を
期
待
し
て
い
た
の
に
1
1
0
か
り
甲
斐

の
な
い
人
を
失
っ
た
。

市
川
さ
ん
は
倒
れ
る
前
の
十
五
日
、
代
々
木
の
帰
還
品
麓
で
開
か
れ
た
「
鑑
伺
機
者
主
暑

の
集
い
」
に
出
席
し
た
。
市
川
さ
ん
は
新
成
人
た
ち
に
元
気
に
、
正
し
い
選
挙
の
意
味
を
訴
え

て
お
ら
れ
た
。
お
元
気
そ
の
も
の
の
口
調
可
ま
さ
か
次
の
朝
に
入
院
さ
れ
る
と
は
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
。
地
味
な
会
な
の
で
、
一
般
の
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
は
あ
ま
わ
な
く
、
私
た
有
ぽ
、

市
川
さ
ん
の
、
思
後
の
公
式
の
演
説
宇
蘭
い
た
、
数
少
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
一
人
シ
な
っ

た
。

了~恥竺き紳付ヤア?湾祭合繁華講

「
昭
和
五
土
ハ
年
度
閣
の
婦
人
関
係
予
算
案
を
き
く
会
」
(
主
催
H

(
財
)
寝
室
館
、
日
本
一財
人
有
格
者
同
事
が
、
こ
の
ほ
ど
、
東
京
・

代
々
木
の
婦
選
会
館
で
開
か
れ
た
。

と
宏
吾
、
政
府
の
一
聖
書
予
算
案
の
中
か
色
、
直
接
婦
人
に
関
係

あ
る
予
算
内
容
に
つ
い
て
関
係
省
庁
か
ら
説
明
を
聞
ζ
う
と
い
う
も
の
。

開
会
に
先
立
ち
、

主
催
者
側
を
代
表
レ
臼
本
有
権
者
間
閣
の
斜
軍
悌
子

会
長
は
「
今
年
は
、
婦
人
に
と
っ
て
厳
し
い
と
言
え
ま
す
。
予
釘
は
国
の

政
策
を
は
っ
き
り
表
わ
し
た
も
の
。
と
れ
で
婦
人
の
有
り
方
に
対
す
る
国

の
獲
鈎
を
見
る
と
と
が
で
き
ま
す
」
台
述
べ

「①
年
内
観
凶
②
一
盤
許

の
一
ケ
タ
増
③
二
兆
円
の
国
債
を
減
額
④
一
般
歳
出
増
は
前
年
以
下
、
の

政
府
の
約
束
は
謹
些
C
れ
る
も
の
の
、
減
額
、
埴
加
さ
れ
た
部
分
の
つ
じ

つ
ま
亭
pvつ
合
わ
せ
る
の
か
、
こ
の
中
で
婦
人
関
係
予
鍔
が
泉
旅
聞
に
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
乙
の
檀
点
か
ら
全
体
が
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
」
と
も
述
べ
た
。
乙
の
臼
は
、
国
会
開
会
中
で
は
あ
っ
た
が
、
五
省

七
採
が
出
掛
り
、
総
理
府
婦
人
問
題
相
当
室
「
圏
内
行
動
計
闘
に
関
す
る
各

省
関
係
と
担
当
宰
関
係
予
算
」
文
部
省
基
義
育
局
婦
人
限
「
財
人
教
育

関
係
予
鍔
」
厚
生
省
児
語
家
庭
局
節
子
福
祉
錬
「
保
育
所

・
母
子
福
針
関

係
予
宮
同
母
子
衛
生
練
「
母
子
衛
生
関
係
予
算
」
間
延
高
生
活
課

「売
春
対
策
関
係
予
釘
」
労
働
省
婦
人
少
年
局
庶
務
線
「
婦
人
の
地
位
向

ょ
、
婦
人
労
働
関
係
予
算
」
箆
林
水
産
省
農
蚕
圏
実
由
同
生
活
改
醤
諜
「
生
活

改
普
関
係
予
岳
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

防
衛
一高
伸
、
大
増
税
な
ど
、
問
題

45の
昭
和
五
て
ハ
年
度
の
一
般

会
計
総
額
は
四
六
兆
七
八
八

一
億
円
。
圏
直
婦
人
の
十
年
の
軒
J

返
し
地

点
を
由
っ
て
、
予
算
は
ど
う
婦
人
を
評
植
し
た
か
l
o

入院前回、嫡選会館での 「新有権者と若者の集し、」ではこんなに元気で、正しい選挙を訴え
ておられたのだが ・・・・・ (円内は乙の日の市川さん〉

婦人運動のカナメ
政界浄化の悲願半ばで

新
し
く
寡
婦
就
労
、
食
生
活
対
策
費
も

先
月
土
ハ
目
、
市
川
宮
警

ん

入

て
苗
っ
た
ん
で
す
よ
」
集
い
の
器
開

恩
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

今
思…

…
院
の
ニ

ュ
ー
ス
を
聞
い
て
正

l
f
の
と
き
、
乙
ん
な
風
に
会
の
在
り
方
え
ば
、
あ
の
持
ず
い
分
と
つ
ら
か
っ
…

…
と
思
っ
た
。
そ
れ
も
、
風
邪
を
ひ
い
を
語
っ
た
。
そ
の
口
調
に
は
、
ま
る
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
気
が
す
…

…
た
と
か
、
階
段
か
ろ
稽
ち
た
と
い
う
で
孫
た
ち
、
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
る
。

…
の
で
は
な
く
、
胸
が
苦
レ
い
と
い
う
ね
、
と
で
も
い
い
た
い
ょ
っ
な
暖
か
そ
れ
で
も
、
総
笛
の
近
藤
さ
ん
が
…

…
理
由
と
知
っ
て
二
度
鳴
い
た
。
そ
し
さ
が
あ
っ
た
。

呼
び
に
来
た
時
の
、
す
っ
と
崎
子
か
…

…
て

「急
性
心
筋
使
窒
と
い
う
病
名
こ
の
目
、
市
川
さ
ん
は
午
後
の
グ
ら
立
ち
ょ
が
る
身
の
軽
さ
に
は
、
と
…

…
を
嗣
い
て
、
は
じ
め
て
、
市
川
さ
ん
ル
1
プ
の
話
し
合
い
に
も
、
各
部
屋

で
も
あ
の
お
年
と
は
思
え
省
冗
気
が
…

…
が
八
十
七
歳
と
い
う
高
鯵
ル
っ
た
こ
を
訪
れ
、
若
い
人
た
ち
の
発
一吉
に
一

う
か
が
え
た
も
の
だ
。

と
を
思
い
出
し
た
。

婦
望
耳
…

そ
れ
く
ち
い
川
だ

寸
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か

酬

明

左

骨

磨
部
…

…

川

先

生

逼

去

な

ど

屋

の

片

…

…
と
い
う
こ
と
に
な

i
l
l
l

ー

1

1
1
1
1
1

隅
に
古
…

…
ろ
う
と
は
、
警

入

院

前

日

最

後

の

講

演

聞

く

量

投

も
考
え
ら
れ
な
か

4

4

と
し
た
…

った
。

ち
ゃ
ぶ
…

入
院
の
前
日
の
一
月
十
五
日
、
婦

言
、一

言
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
た
。

角
が
置
い
て
あ
る
。
古
い
が
し
っ
か
…

…
霊
園
館
で
は
、
崩
の
「
新
有
権
者
全
体
会
々
場
で
、
管
か
ろ
す
す
め
り
と
筋
金
突
っ
た
警
で
あ
る
。
…

…
主
著
の
集
ど

が
開
か
れ
た
。
市
ら
れ
る
童
ぞ
の
つ
い
た
問
帽
子
を
断
そ
れ
が
、
戦
前
戦
後
を
還
し
、
鰯
人
…

…
川
さ
ん
は
、
朝
か
ら
、
乙
室
に
出
り
、
言
皐
じ
持
っ
て
き
た
丸
事
題
動
に
全
力
を
注
い
だ
市
川
さ
ん
…

…
席
。

「
私
は
ね
、
今
回
、
関
師
に
お
に
座
っ
て
お
ら
れ
た
市
川
さ
ん
だ
の
よ
う
に
、
威
風
掌
々
と
、
そ
の
場
…

…

璽
c
し
た
安
き
ん
は
よ
く
知
っ
て
が
、
体
は
自
得
ち
し
ろ
の
哲
J

た
に
お
さ
ま
っ
て
い
た
の
を
忘
れ
る
こ
…

…
い
る
ん
で
す
。
で
も
、
若
い
人
た
ち
た
み
式
の
間
代
切
り
母
あ
方
に
璽
口
と
は
で
き
な
い
。

…
中
心
で
や
っ
て
い
く
ん
な
ら
、
あ
な
そ
の
度
に
、
ガ
タ
ン
と
立
易
た
て
る
(
勝
野
真
佐
子
記
者
〉
…

…
た
た
ち
、
自
分
で
交
汐
U
宰
己
い
っ

l
ぞ
れ
が
何
度
も
何
度
品
議
く
の
で

満期いろいろ
E i 

し
た
ん
で
す
よ
。
し
か
し
、
と
の
前
の
一
休
む
暇
も
な
か
っ
た
。
例
れ
て
か
ら
、

滋
挙
で
、
汚
職
議
員
を
た
く
さ
ん
落
一
二
度
も
待
綴
を
の
り
ζ
え
た
の
も
「
ま

し
た
の
、
あ
れ
は
婦
人
の
力
で
す
よ
。

一
だ
ま
だ
i
」
と
日
本
の
国
の
た
め
に
、

希
望
ポ
出
て
来
ま
し
た
ね
え
・
・
」
一
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
お
ら
れ
た
の
だ
ろ

昨
年
の
選
挙
で
、
市
川
さ
ん
に
集
ま
一
う
と
思
う
。
市
川
さ
ん
の
死
を
偉
み
、

っ
た
二
百
七
十
八
万
認
可
乙
れ
は
、
む
一
同
じ
思
い
の
人
た
ち
に
い
い
た
い
。

い

ろ
ん
、

ζ
ん
な
市
川
さ
ん
に
、
汚
い
政
一
ま
、
伺
を
な
す
べ
き
か
を
、
自
分
に
間

治
の
あ
り
方
に
憤
り
を
も
っ
た
人
々
一

い
直
す
時
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
市
川

が
、
自
ら
の
理
想
を
託
し
た
も
の
だ
。

一
さ
ん
の
鰻
大
の
迫
普
に
な
る
だ
ろ
う
、

と
の
数
の
多
さ
は
う
れ
し
い
こ
と
だ
一
と
1

。

(関
千
筏
平
定
者
)

が
、
そ
の
一
方
で
、
汚
職
議
員
が
復
活

レ
、
急
整
な
保
守
低
が
は
じ
ま
っ
た
。

市
川
さ
ん
は
身
の
立
己
し
ま
る
思
い
を

さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

「
選
挙
遊
動
で

身
体
を
使
い
す
ぎ
、
本
番
で
制
れ
た
ろ

「
私
た
ち
が
婦
選
運
動
を
始
め
た
こ
一
申
し
わ
け
な
い
か
ら
、
地
方
遊
説
に
も

ろ
ね
、
乙
う
い
っ
て
説
得
U
た
も
の
よ
。
一
行
か
な
い
:
」
と
い
わ
れ
て
い
た
市
川

婦
人
は
清
潔
な
も
の
を
好
む
。
も
し
婦
一
さ
ん
だ
が
、

当
選
後
は
文
牢
通
り
東
奔

人
が
選
議
権
を
得
れ
ば
、
汚
織
は
激
減
一
商
事
ι
っ
た
。
国
連
婦
人
の
十
年
中
間

す
る
で
あ
ろ
う
・

。
と
こ
ろ
が
実
際
に

一年
、
弟
別
微
廃
条
約
批
単
の
問
題
、

平

選
挙
権
を
得
て
ど
う
だ
つ
た
か
。
婦
人
一
和
の
問
題
:
:
大
ま
芦
ま
の
運
動
の
先

候
補
者
の
中
に
さ
え
怒
質
な
選
挙
遣
反
一
頭
に
立
っ
た
。
も
と
も
と
書
斎
の
人
で

者
寺
d

る
も
の
が
あ
り
、
私
は
が
っ
か
り
一
な
く
、
実
践
の
人
で
あ
る
市
川
さ
ん
は

婦 級協 三
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只
む
名
。

問
い
合
せ
は
側
間
山

(三
四
四
)
O
九

九
九
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訪
問
販
売
と
は

秘
蔵
ピ
カ
ソ
展

大
阪
府
立
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

伊
勢
丹
美
術
館

ヨ棋~

大平総理に婦人の地位について堂々の論陣を強った市)11さん。鰻後の

代表質問 とな った (NHKテレビ〉

、ま、

野村議券

16，558円

普通と定期、お利，患がこんなに違います。

定期預金

l
i
l
i
a
--
.

，A-
Ti
l
l
-
-

普通預金のご余裕分は、有利な定期へ。

定期預金がいまたいへん有利仁なっています。

6，657円

差額 9，901円
東2年定期111年目の中間利息をl年定期で運用.普通預金は半
年線利計算.⑥吸いの犠合。

あたたかなサーヒヌlこ努めます

回@的さまの

富士銀行創業1880年

なってくださL、。夏のボーナスをとりあえず入

さっそく有利な定期預金にな

れた分など二まとまったおカオ、が普通預金に入つ

たままでしたら、

さいますようおすすめします。

お知らせ一一ーまとめて預けて、3ヵ月ごとにお受け取り。富士年金受制定期預金fねんきん定期」新登場/
くわしくはお近くの〈富士〉の窓口へどうぞ。

普通預金
10万円を
2年間お預けのとき

とくに2年定期は、年平IJ8%という高利率。10万円

を2年間お頑けになると、普通預金とのお利息

の差は、約1万円にもなります。

この機会に普通預金の通帳をもうL、ちEご覧に

定期が
たくわえを厚くする。
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戦

前

の

①

査

二

年

覇

軍

卒

廊

崎

学

一

祭

霊

前

②

出

川

市

川

さ

ん

|

宮

置

罰

法

五

霊

長

聖

書

に

害

む

た

E

川

昌

雷

同

宜

史

と

。

(

二

六

ち

ゅ

大

正

九

単

一

月

」

ハ

日

、

新

川
嗣
人
監
嘉
人
間
酎
固
有
事
の
想
苔
。
右
端
平
自
FJい

τっ
、
二
人
お
い
て
担
む
め
お
、
左
哨
〔
三
ハ

川
容
豊
新
同
人
盤
扇
面
媛
苛
立
っ
て
い
る
〈
ニ
八

8
⑤
棚
人
審
政
憎
拠
帽
間
出
同
盟

川
金
調
九
団
施
告
で
〈
一
ニ
ー
九
掛
〉
⑥
昭
和
三
牢
、
ホ
ノ
ル
ル
で
開
か
れ
ん
R
点
平
洋
同
撃
面
目
汎
太

山
平
詩
人
会
揖
に
出
控
の
目
、
襲
撃
(
一
一
一
五
輯
)
⑦
昭
翌
七
年
、
帥
掴
旅
行
で
向
寓
へ
。
台

川
務
ホ
テ
ル
で
(
四
九
曜
)
申
請
国
尊
重
量
畳
間
よ
育
英
(
四
一
理
)
盛
園

川
穫
と
な
っ
長
七
里
白
書
奏
会
言
瞬
間
揺
は
腫
回
た
き
、
直
(
巴
一
極
〕

H
量
は
「
市
川

川
護
自
信
」
か
ら
量
喜
て
い
た
日
当
世
話
省
略
い

E
E弓

(2) 〈金曜日 〉日召辛口 56年 2月 20目安寿 f、議局:.J5n 国釜を{餌三種郵置物館可)第 630号第 630号

lグ
フJレ

「国連晴人の10年中間隼岡本大会」が55年11月、東京6比甚公金堂で聞かれた。
48圃入団梓25田名が参加。市111さんは大量寓行昏員畳をつとめる。

閉
川
さ
ん
は
一
八
九
三
一
年
〔
問
拍
こ
り
、
同
人
の
労
働
長
件
の
向

t
に
回
り
一
年
太
平
樟
軸
争
に
袋
入
。
嗣
人
押
リ
と
い
わ
れ
た
。
出
来
の
市
川
さ
ん
は
正

十
六
年
)
五
月
十
宣
目
、
世
間
県
中
島
組
む
。
一
九
ニ
同
年
か
色
同
人
茸
蹟
掴

l
ダ
ー
も
、
己
の
ね
の
中
に
つ
つ
己
ま
平
趨
り
、
帽
人
の
、
い
や
全
国
民
の
噂

街
地
村
(
現
在
厄
山
市
)
の
中
置
に
簿
畿
に
全
力
暑
あ
げ
る
。
明
人
が
れ
市
川
支
白
血
司
四
一
年
太
政
調
簡
単
佐
滋
υた
と
い
っ
て
品
同
で
な
い
だ

生
ま
れ
%
一
九
三
年
、
霊
知
県
立
一
個
の
人
間
と
レ
て
全
く
昭
め
-Bれ
て
告
の
自
責
秀
園
、
回
二
年
に
岡
入
団
体
雪
J

。
昨
牢
の
揮
院
漕
全
国
区
で
は
三

女
子
師
動
中
よ
ほ
子
ど
も
に
対
し
て
い
な
い
現
状
を
F主
る
に
は
、
ま
ず
欄
が
一
元
集
長
た
大
日
本
剛
入
金
晋
珊
百
七
十
八
万
四
可
閉
一
時
遇
。

は
教
育
慰
信
じ
い
い
野
山
っ
た
。
正
人
が
温
帯
掘
を
博
な
け
れ
ほ
と
置
と
な
っ
h

録
、
四
四
年
に
大
日
本
蝿
宇
な
る
ン
ン
ポ
ル
で
は
な
く
、
死
ぬ

に
は
学
聞
は
い
ち
ぬ
u

と
い
う
の
が
一
，
M
置
は
警

P
宮
参
言
理
人
会
を
車
警
れ
、
都
ド
八
手
努
ま
で
運
動
の
先
聞
に
そ
%
「
ス
ト

般
の
園
間
吃
っ
た
時
代
に
、
曜
を
師
聞
に
晴
人
運
動
草
た
ち
は
奮
闘
す
る
か
、
に
ひ
書
」
も
っ
た
。
ッ
プ
・
ザ
・
汚
職
輔
員
」
の
覇
の
り

ま
で
や
っ
た
の
だ
か
A
了
。
が
書
に
な
ま
や
さ
し
い
活
動
で
は
な
か
っ
た
。
時
軸
を
閉
買
い
ち
早
く
冊
人
の
政

l
ダ
ー
で
あ
り
去
年
圃
陣
剛
人
年
に

対
し
で
は
思
議
あ
っ
た
。
軒
で
な
々
品
た
り
閉
の
室
員
ら
れ
な
か
っ
た
。
装
宵
と
き
れ
い
な
坦
唱
を
め
事
薪
あ
た
っ
て
は
、
層
的
な
古
か
ら
警

ら
れ
な
が
島
女
は
し
ん
安
J

し
忽
け
れ
マ
ス
コ
ミ
は
、
市
川
草
ん
告
券
、
猛
省
H

日
本
踊
人
同
闘
を
睦
立
。
そ
の
世
開
時
で
四
十
八
の
柑
凸
問
悼
室
主
的
て
の

は
、
と
い
う
田
の
聴
き
を
聞
き
、
な
ぜ
と
よ
ぴ
、
苧
ん
な
活
動
を
し
て
も
N

圏
中
に
大
日
本
画
醐
朝
圏
全
理
事
に
名
を
日
本
墨
田
告
の
書
圃
畳
で
あ
り
、
「
国

交
は
我
慢
し
な
廿
れ
ば
な
ち
な
い
か
色
い
同
で
紅
い
聞
椙
が
あ
げ
た
'
と
い
っ
ち
ね
た
の
が
た
た
っ
て
公
暗
唱
曲
。
開
昭
人
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
行
動
を

と
、
小
学
生
の
時
代
か
ら
閉
人
の
地
位
う
き
ま
り
X
宅
か
ら
し
か
っ
た
の
で
あ
一
九
夏
U
年
、
担
卵
レ
て
日
本
財
人
有
起
」
す
女
た
ち
室
」
の
世
話
人
で
品

冊i盤童館の巨例「斬有帽者の畢い」
で晶苛史いのモチっき。市川さんもキ
ネを取ってー (53午 1月〉

た
だ
ひ
と

婦 7f
人;と
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地 ::
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H 

政
界
浄
化

-
に
婿
県
お
を
。
小
学
樫
教
何
回
、
名
門
る
。
し
か
し
市
川
吉
ん
ら
法
且
国
に
支
恒
者
同
閣
議
日
本
嗣
人
同
盟
改
修
っ
た
。
檀
畠
ヲ
一
ジ
オ
閥
和

K
U笠
置

刷
新
聞
(
包

DmvE薪
昭
の
一
担
者
部
重
げ
自
彊
く
が
ん
ば
る
も
一
九
=
一
の
金
一
畳
と
答
。
こ
れ
以
桂
一
が
、
市
川
主
}
ん
の
問
掴
「
占
二
十
牢
か
か
わ
り

。
穣
て
ニ
十
五
才
の
と
き
ょ
凧
。
山
間
三
年
、
田
原
市
A

穿
め
ぐ
る
怒
州
事
件
亨
ん
の
宿
酌
の
も
っ
と
も
閣
し
い
軌
跡
つ
づ
町
、
昨
年
十
一
月
、
再
膏
の
判
決

わ
か
白
雪
で
県
安
室
。
一
九
二
(
何
時
)
が
警
、
見
か
ね
た
市
川
さ
だ
雪
。
一
一
干
八
年
以
陣
護
軍
出
が
で
る
と
、
警
に
認
に
飛
ん
だ
l
。

O
年
、
平
安
日
玉
長
声
迄
に
覇
嗣
ん
ら
は
、
「
車
京
剛
人
市
政
静
化
連
盟
万
区
か

A
2一
間
当
週
o
r
王
丸
単
に
ニ
白
分
は
政
由
を
チ
ム
う
ク
す
る
白

人
協
会
世
睦
宅
以
韮
ハ
十
肯
来
年
に
を
嗣
興
亜
時
者
へ
白
立
院
制
肝
屈
を
院
ク
ラ
ブ
を
結
成
。
哩
型
車
曜
接
訴
え
、
目
、
と
い
い
、
」
引
い
て
嘩
臨
院
、
開

議
民
い
財
人
組
動
カ
空
事
。
師
人
包
囲
す
る
。
己
の
向
陸
軍
世
も
引
匝
的
画
金
額
詰
包
盲
点
を
襲
。
売
所
用
札
和
ν
た
e
a
E
牢
に
わ
た
吾
蛸
人

の
政
的
結
社
の
加
入
、
政
問
団
税
金
へ
主
つ
づ
き
、
ゴ
ミ
相
制
空
唖
の
パ
イ
唖
害
防
止
法
晴
世
(
五
ハ
草

Hh布
)
に
の
地
供
向
上
介
者
楠
省
の
政
拍
教
育
り

の
韓
間
F
E求
め
て
、
抱
宜
曹
関
出
掴
五
聞
岨
な
ど
、
現
在
四
地
域
住
民
語
、
梢
は
掴
開
眼
剛
人
醐
園
町
駅
と
し
て
活
動
。
功
壊
、
闇
日
文
化
賞
、
エ
イ
ポ
ン
女

長
の
誼
疋
運
動
に
取
り
組
み
、
一
九
二
園
者
理
酌
に
通
じ
る
活
動
を
す
る
。
一
九
七
年
の
選
草
で
鴇
選
し
、
高
齢
偉
大
賞
、
マ
グ
サ
イ
サ
イ
揖
哨
茅
受
け

二
年
つ
い
に
改
正
草
加
温
準
C
せ
る
。
一
九
三
七
年
、
日
中
軸
争
鉱
大
、
軍
で
わ
あ
り
二
時
は
引
襲
決
嵩
レ
た
る
。
が
、
相
舶
は
生
時
噌
主
あ
り
つ
づ

平
嬰
U
い
て
う
と
の
性
植
の
帽
置
か
ち
同
化
は
は
げ
し
く
、
副
理
媒
酌
も
や
り
が
、
一
九
七
四
軍
の
書
院
選
に

4
楢
け
た
4
人
聞
に
位
培
δ
ロ
ロ
れ
包
ビ

一
九
-
一
一
年
新
附
人
協
会
理
事
を
辞
に
く
く
な
る
。
田
性
酎
割
削
聞
、
柿
趨
置
柏
M

に
反
対
す
る
背
年
た
ち
に
乞
わ
タ
』
。

町
、
襲
。
一
歪
十
ア
メ
リ
カ
申
剛
人
盟
主
コ
多
か
も
弓
，
雰
正
予
れ
て
全
国
区
で
出
巧
き
れ
い
な
直
文
宣
目
、
剛
人
段
た
め
に
、
い
や

躍
動
に
ふ
れ
る
。
開
回
。

I
L
O
(閏
読
書
す
宮
が
、
一
九
回
O
量
挙
、
政
治
へ
の
国
民
の
閉
聖
書
、
命
白
時
厳
白
允
的
瓦
号
し
た
一
生

開
問
働
躍
)
の
開
閉
支
回
路
と
な
書
商
事
担
騨
警
せ
邑
一
れ
る
も
四
百
九
十
一
三
万
事
嘉
つ
め
軒
町
震
で
品
っ
た
。

'"山11111111111(111…"。

の
力
も
ち
酌
な
饗
す
る
と
い
う
面
西
己
の
人
培
、
お
圭
え
は
円
担
醐
名
物
と
わ
ざ
わ
ざ
翠
に
果
た
菖
器
若
ん
か

山
亨
~
白
事
担
喝
な
で
し
え
あ
メ
ン
一
な
り
、
制
作
が
間
に
あ
b
ぬ
ほ

Y
T。
一
色
、
新
型
去
の
季
語
う
と
聞

パ
ー
か
ら
は
、

5
L世
年
み
か
ん
町
宮
一
人
陪
一
つ
で
多
」
う
土
宗
レ
主
新
し
い
一
さ
、
己
の
セ
チ
鳴
い
世
に
こ
ん
な
人
も

也
炉
つ
づ
き
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
惇
え
ず
、
一
も
の
を
生
み
出
し
た
か
が
興
物
表
苧
に
一
い
る
む
か
と
雁
世
し
7
4
8る
同
に
匁

夫
も
外
に
劃
き
ら
行
き
全
く
母
ち
ゃ
ん
一
笹
口
れ
た
。
一
っ
た
と
い
う
。

F
A
W
1ブ
づ
く
り
の
コ

揖
盟
、
と
い
う
み
か
ん
瞳
車
忽
易
が
一
西
海
地
帽
惇
グ
ル
ー
プ
m
K
ム
民
岨
づ
一
ツ
を
聞
か
れ
て
『
出
畠
い
を
大
事
に
レ

括
に
の
ま
。
告
障
と

3か
い
か
せ
一
く
り
で
は
、
富
山
性
っ
た
人
世
丞
一
て
、
宜
人
が
一
ヱ
在
事
っ
た
白
で
は
じ

さ
に
噛
め
た
人
搭
は
も
と
も
と
P
T
A
一
民
福
ま
で
の
遭
を
接
い
て
い
る
陣
、
「
己
一
め
ま
し
九
一
一
一
人
仲
間
が
い
れ
墜
震

の
間
闘
で
習
っ
た
も
の
で
か
っ
と
い
い
一
白
逝
も
私
た
票
作
っ
た
ん
干
ニ
出
来
草
ず
」
と
い
い
さ
っ
た
。

ド
レ
ス
を
撃
、
ぃ
弓
ぞ
れ
を
田
上
包
一
と
い
わ
れ
び
っ
く
り
し
主
的
。
四
柏
町
一
間
軍
家
の
戸
田
さ
ん
時
私
が
聴
を

を
出
ぞ

2
渇
ス
り
の
揖
聞
を
君
、
一
事
え
は
章
者
中
一
喜
い
=
下
一
受
廿
奇
警
が
あ
る
の
か
、
い
さ
に

そ
ン
ベ
を
ほ
か
せ
ミ
力
、
ノ
の
な
主
持
一
代
室
甥
街
、
自
分
の
告
な
と
主
廷
闘
:
と
い
い
な
が
ち
、
A

可
の
チ
は

た
せ
た
。
相
手
玉
も
カ
ス
リ
で
作
る
。
一
い
グ
ル
ー
プ
で
揮
に
圃
し
な
い
と
埠
一
声
唱
が
非
常
に
暁
く
払
っ
て
い
る
。
己

作
る
だ
け
で
は
と
、
と
」
よ
り
に
お
一
ぃ
、
ま
芸
貢
か
ら
も
、
そ
ん
な
も
の
一
れ
は
テ
レ
ビ
の
再
現
、
大
震
な
由
昭
l

手
玉
の
時
の
麗
献
を
聞
き
、
学
問
も
一
を
£
ら
っ
て
、
も
っ
と
η
話

室
E
に
な
一
と
い
う
話
に
な
る
と
、
簡
が
こ
も
り
出

レ
た
。
部
品
目
部
分
を
得
自
で
詐
り
、
H
一
一
れ
と
間
持
さ
れ
て
も
岡
る
と
の
聞
も
一
す
。
話
は
血
切
れ
る
こ
と
な
く
、
三

園
、
在
、
共
同
ん
在
揖
で
レ
あ
げ
る
か
、
一
出
、
辞
退
じ

4
っ
と
凪
っ
て
い
た
示
、
一
時
間
わ
宏
宗
輝
く
将
υ
ち
れ
弓

活
動
支
え
る
人
に

{開三彊郵恒朝!II可}会最 f、来斤田野国~ (金曜日〉

躍升晒を薗摘の寄軒
る
受
す
が
耳

弱

者

克
加
を
聾
轄

h 

準
備
の
努
力
み
の
る

相隼7月、瞳員会館で。車山植民の
直畢適反が社会問園となり市川さん
の「金のかからない遣事」の訴えが
一層共串を呼んだ

守配剤などモノ回れ再び時刻化、政府は枇剤、灯油、砂輯など12
品目を在庫醐査 ct月16日〉。
マ園東の四回章聞にお伝説剖の山、主踊の週轄で週置世世樫町止法を
艶勘して醐査(1月17日〉。
'Vr車直科の男女其曹をすすめる合J桔成(1月26日〕。
守醐人!剖圃醐査会「捕人の簡闘同盟時由繍笹」売量【3月29ロ)0 
7開尾調曜子氏逝丘 (3月31日〉。
マ靖国神社措曜に回帰人団体が反対 (4月 l臼〉。
マ覇軍高融、初の女性判甲に野田聖子氏、福岡高融串岡支部に大
埴光代氏、車京地盟、間白女性盟判畳・寺侭光子民が (4月15日〉。
開26回蝿人週間 恥日本を考え吾 己れヵ、らの社会と宜世の
世制、 (4月〉。
マ日本女世障問白マナスル韓国に成功 (5月4日〉。
マ「刑法改惑に反対する嗣人会醜」艶定 (5月11日〉。
マ「同人労働白書J封働省同人世年間鞄茸 (5月〉。
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し
た
。

利
引
い
叫
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マE高I¥J!、軍事労働Hこ財盤的価値を蛇める判快。
マ同人民主クラブ、哩略=唖臨と闘うアジア柵入金瞳担ど13団体
で、園開醐人デーにキーセ 観光に反到する蝿舎を聞く。
マ「開審闇聞にとりくむ会」運輸大臣に脂行捕者が輔置やアジア
ヘ圃光「圃」曹をおしすすめないよう要望。 1975年

1975年〈困問牌〕

マ民間29蝿入団体による甑辺要員会n'日中国交回世初の中国開人
代理団を招く(j月10日〉。
マ「国陣聞人悼をさつがけに行動をおこす立たちの金」発足【 l
月13日〕。
マ国暗闇人年日本式会第l回出欄金提足(1月29日〉。
マ園障蝿人記章パッ?時行 (2月 1日〉。
マ車電、政相献金は醐人献金色合めて今世一切行わないと宵明一
小金井市亘書暗に回苗 (2月4日)。
マ障理府間計届開豆「完全然聾者は49牢ロ月、83:万人。5()牢2月
には、 1:百万人になるJ (2月18日〕。
マ国開婦人デー中央大会 (3月8日〕。
マ酎界、自民党への献金再開く3月13日〉。
マ女子アルバイト2年解雇備削は輔帽乱用一大阪地問 (3月27日)。
マ女性損金差別は違法一献団地融和H発 (4月10日)
マ謂27回同人週間一‘開立の平等と閥人の社合参加を‘
マベトナム軸争時桔 (4823目)。

守層生省AF1白金面車止決定(同上〉。
マ市fI閉樫民、マグ・サイサイ貰受賞 (8月31日〉。
マ関車 ・丸の内の三費電工ピjレて時限煙弾埠問、死者8名、軍唖
蝿240名 (8月初日〉。
マ「膏われたものを取りかえす間障者の金」石油ヤミカルテの不
当利益を返せ/と頂京高聞に盟国担酢 (9月9日〉。
マ女子肩権者3旺旧万人=自由省調べ (9月10日〉。
マ措29回国盟輯告代盟代理に世辺草子氏 (9月17日〉。
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ス
と
の
遣
い
で
は
な
か
ろ
う
か
と
。
一
た
m棄
を
め
ん
め
ん
と
や
る
よ
り
、
ァ
一
入
は
し
て
も
、
健
業
の
什
聾
号
変
え
っ
メ
チ
ャ
に
取
れ
、
値
段
も
安
い
し
、

「
飽
闘
の
ま
ね
を
し
ろ
と
い
う
の
で
一
メ
リ
カ
の
安
い
食
物
を
買
っ
た
ほ
う
が
一
て
し
ま
う
の
は
反
対
だ
。
そ
し
て
、
石
一
栄
養
も
鐙
宮
、
な
の
に
最
近
の
母
親
は

は
な
い
。
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
国
一
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考
え
も
あ
一
泊
が
な
く
と
も
や
れ
る
農
業
対
策
と
、
一
そ
れ
房
調
理
す
る
気
が
な
い
」
と
喫
え

を

考

え

た

盟

国

、

そ

の

時

々

の

つ

ご

う

一

る

」

。

一

仰

の

閣

議

争

が

警

て

も

、

や

り

過

一

震

に

l
「
食
い
物
と
い
う
も
の

で
な
く
、
長
期
展
望
亦
必
要
な
の
で
す
。
一
し
か
し
・
:
:
と
い
う
。
か
つ
て
、
ャ
一
ご
せ
る
だ
り
の
備
蓄
乞
し
て
お
か
な
け
一
は
、
民
族
が
生
き
残
る
た
め
に
一
つ
の

食
べ
物
に
し
て
も
そ
う
。
日
本
が
工
業
一
ミ
米
が
一
警
の
が
っ
た
の
は
、
昭
和
三
れ
ば
と
訴
え
る
。
一
望
止
を
ズ
|
ッ
と
続
け
て
来
て
い
た
。

生
産
を
高
め
て
ド
ル
を
稼
ぎ
、
そ
れ
で
一
十
二
年
、
大
阪
近
郊
で
配
粉
ポ
が
一
升
一
「
も
う
一
つ
は
、
人
闘
い
ざ
と
い
う
一
し
か
し
、
日
本
は
か
な
り
変
っ
て
来
た
。

一の
は
武
回
フ
ミ
エ
さ
ん
(
六

O
Y東
京
H

安
い
陸
産
物
を
買
う
と
い
う
考
え
が
あ
一
一
円
の
時
、
二
回
O
円
に
も
な
っ
た
。
一
時
の
た
め
に
、
ま
ず
い
物
を
食
べ
る
線
百
本
人
が
こ
の
内
閣
に
住
み
つ
い
て
以
来

一の
「
タ
オ
ル
君
。
従
来
の
タ
オ
ル
鈴

る
。
そ
の
考
え
じ
た
い
は
間
違
っ
て
い

一

も
う
一
口
食
い
た
い
時
に
、
そ
の
一
一
習
を
し
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
」
。
一
続
け
て
来
た
水
田
耕
作
さ
え
、
い
ま
止

一は
樫
定
固
定
さ
れ
た
俸
状
の
も
の
、

リ

な
い
。
ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
摩
擦
も
さ

一
口
が
な
い
と
人
聞
は
イ
ラ
立
ち
、
心
が
一
飢
の
時
代
、
ど
ん
な
に
収
か
へ
っ
て
一
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
ア
メ

一ン
グ
式
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
武
田
さ
ん

が
「
ま
だ
食
べ
物
に
は
不
自
由
し
て
い
一
へ
亡
命
で
き
な
い
と
と
だ
。
交
通
機
一
げ
ら
れ
る
だ
る
う
。
自
分
で
稲
を
作
っ
一
す
さ
む
。
そ
の
一
口
の
た
め
に
多
く
の
一
い
て
も
膨
細
大
草
の
紛
が
食
べ
ら
れ
な

一リ
カ
と
は
友
好
関
係
に
あ
り
、
殴
業
を

一の
タ
オ
ル
掛
は
棒
状
で
は
あ
る
が
、
一

な
く
て
、
月
一
回
の
興
亜
奉
公
臼
に
、

一
闘
が
発
達
じ
た
今
、
仮
に
亡
命
が
可
能
一
て
み
て
今
の
盟
業
が
い
か
に
石
油
づ
一
人
々
は
先
祖
伝
来
の
品
物
を
米
に
替
え
一
か
っ
た
と
い
う
野
坂
さ
ん
の
反
省
か
ら

一や
る
に
は
中
東
の
石
油
に
怒
り
ね
ば
な

一方
が
開
い
て
い
る
た
め
タ
オ
ル
手
逼
さ

こ
れ
か
ら
は
、
乙
う
い
う
も
の
も
食
べ
一
で
あ
っ
て
も
円
本
人
は
し
な
い
だ
ろ
一
け
に
な
っ
て
い
る
か
。
石
油
が
ス
ト
ッ
一
た
。
そ
れ
と
同
を
と
が
事
え
ま
い
か
一
来
季
望
。
輸
入
物
を
食
べ
る
乙
と

一ら
な
い
が
、
こ
こ
で
止
め
て
し
ま
っ
た

一ず
、
績
か
ら
ス
1
4

掛
け
ら
れ
る
。

自
称
焼
跡
派
を
名
の
る
野
坂
さ
ん
は
一
で
そ
の
口
に
碍
ふ
時
、
つ
い
熱
い
の
を
一

な
く
て
は
い
け
な
い
と
、
街
の
食
蛍
あ
一
ぅ
。
日
本
人
は
、
常
に
島
国
と
い
う
と
一
プ
さ
れ
た
ら
、
日
本
の
農
業
は
完
全
に
一
と
。
ア
メ
リ
カ
に
も
般
物
市
場
が
あ
っ
て
甘
い
い
が
、
島
国
で
あ
る
こ
と
を
考
え

一場
合
、
果
し
て
わ
れ
わ
れ
は
次
の
位
代

一し
か
も
、
よ
下
に
動
く
の
で
好
き
な
高

「
焼
跡
・
空
腹
か
ら
お
年
」
と
い
う
テ
一
ざ
ま
す
つ
も
り
で
る
つ
る
つ
吹
く
つ
い
一
主
食
が
南
京
米
を
出
す
程
度
だ
っ
た
」
一
と
を
シ
ッ
ポ
に
く
っ
つ
け
て
い
る
民
族

一ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
ァ

一
て
、
各
国
が
買
付
け
に
来
る
。
そ
の
市
一
た
場
合
、
日
本
で
取
れ
る
も
の
、
そ
し

一
に
質
任
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

一さ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

ー
マ
で
、
自
分
の
戦
中
、
戦
後
の
食
畑

一
で
に
、
自
分
が
つ
る
り
と
飲
ん
で
主
一
土
ハ
年
に
米
が
配
給
制
度
(
一
人
二
で
バ
ユ
ダ
ヤ
や
蓉
備
の
よ
う
に
、
仰
の

一メ
リ
カ
と
日
本
の
関
係
は
、
日
本
と
中

一場
で
、
日
本
人
が
も
う
一
口
の
た
め
に
一
て
、
近
く
の
沿
岸
で
取
れ
る
警
食
べ

一
か
。
米
を
食
う
こ
と
は
次
の
世
代
に
貫

一

静
代
の
体
験
と
、
島
園
、
日
本
の
殴

一
?
半
ば
た
の
家
庭
菜
園
か
ら
発
一
日
ニ
合
三
勺
)
に
な
り
、
戦
い
主
主

国
に
と
け
こ
ん
で
い
っ
て
、
日
本
人
社
事
の
関
係
よ
り
は
る
か
に
安
定
し
て
い

一メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
な
伯
罪
」
付
け
ろ
れ
て
一
る
富
を
君
つ
け
ね
ば
と
い
う
。

一
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の

一

女

性

の

関

心

集

め

た

業
の
在
り
方
を
中
心
に
語
っ
た
。

一
だ
ト
マ
ト
を、

ζ
れ
は
持
っ
て
か
え
っ
一
も
だ
ん
だ
ん
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
一
会
を
つ
く
る
乙
と
は
で
き
な
い
。
国
際

一る
。
そ
れ
な
の
に
中
東
の
七
油
に
頼
つ

一も
貿
わ
さ
を
患
い
の
は
必
一
考
輸
一
「
今
、
イ
ワ
シ
、
サ
パ
な
ど
が
メ
チ

一
か
」
と
し
め
く
く
っ
た
。

一

ぬ

か

漬

用

の

お

た

ま

「
戦
後
、
何
も
な
い
時
代
、

腹
が
へ
一
て
食
べ
さ
せ
よ
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キ γ コーマン株式会社は、昨年十一月から十二月にかけ

て、キッコーマン奥さま大学「日本の食文化恋考える=世

界の味 ・日本の味」を開き大きな反鶴を呼んだため、乙の

三口かむこ十四日まで、四回、特別シリーズ総座「日本の

食文化を考える ・PARTllー私と食」を開催している。

野坂昭如、 滋村貞子、渡辺文雄、桐島津子というユニー

クな鰐師陣、 その各氏が、生きる原点である、食、という

ものをどのようにとらえているか興味のつきないところ。
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これは便利 「タオル鱗」衛生的だし、高さ
も自由、ワンタ ッチでタオルの掛けかえも一
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化粧品を正しくお使し丸、ただくために

キャップはきちんとしめていますか

使用後、 キャップをあけ欣しにしてお<!:.、

水分やアルコール分などがtんてしまったり、
全気中のホコリや維商が入って中味が変質し

やす(なります。使ったあtの本器は口のま
わりをきれいにふき、 きちんtキャップをし
めるように習慣づけましょう。また、乳液の

キャップをまちがλて化粧ポの瓶につけたり

するし i買ってLまうこtもあります。

使いはじめたら続けて震後まで使いましょう

化粧品には品質が変わらないよういろいろ工夫がなされ

ていますカ:，1:(に高温や極端に低温のところに長時間

おいたり、 l度開封した化粧品を長期間保管したりする

と、分離したり匂いが変わったり、変質しやす〈なりま

す。いったん使いはじめた肌にあった化粧品l阜、途中で

やめずに最後まで続けて使いましょう。もし季節化粧品

などが残ってしまった場合は、次のシーズンまで容器の

口もtをよ〈ふいて、キャップをきちんとしめてから口
のあたらないすずしい場所に保存して〈ださい。

手や指は，膏i葉て・しょうか

化粧品はきれいなT指でお使いuごさい。
いったん子やコットンにとった化粧品を、

多すぎたからt容器の中に反すこtはあり
ませんか。こうしたことが盈なるふ化粧

水が濁ったり、クリームが変臭したり、中

味の変質を招(こtがあります。化粧品の
出し民しはやめましょう。

化粧品は、ご自分の肌を知り肌にあったもの

を選ぴ、健康 な肌に使いましょう。とり扱L、

の注意を守って、 目的にあわせて適量を正 し

く使いましょう。
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